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【１】会社概要

１） 事業所名及び代表者

釧路スバル自動車株式会社

代表取締役社長  上原 博

２） 所在地

本社
〒084-0904
北海道釧路市新富士町４丁目４番１号

カースポット（中古車センター）
〒084-0904
北海道釧路市新富士町４丁目４番１２号

アネックス（車検整備工場）
〒084-0904
北海道釧路市新富士町５丁目１番３号

３）事業内容

● 自動車（新車・中古車）の卸小売
● 前項に関する部品・用品の販売及び修理
● 自動車の整備・修理
● 損害保険代理業及び自動車賠償保障法に基づく保険代理業

４） 事業規模 （２０２2年度）

５） 環境管理責任者及び事務局

環境管理責任者
専務取締役  上原 彰人

EA21事務局
奥 良一
佐藤 美起

営業部 遠藤 敦司

連絡先 TEL 0154-51-0555
FAX 0154-51-3374

６） EA21認証登録範囲
釧路スバル自動車株式会社
自動車販売及び中古車の卸小売、自動車の修理・整備、部品・用品の販売及び修理
損害保険代理業及び自動車賠償保障法に基づく保険代理業

― １ ―

従業員数
年間売上高
新車販売台数 ３４０台

1,371百万円
３６人

床面積

部長

部長

管理部
サービス部

中古車販売台数
２，４５３㎡

８２台

部長（代）



７） EA２１推進組織図

― ２ ―

（サービス係長)

部門推進委員

サービス工場 車検工場

（業務課社員）

部門推進委員・業務部

部門推進委員

・総務部

 環境管理責任者

最高責任者

（ 社長 ）

営業部門

部門推進責任者

サービス・部品部門間接部門

事務局長  

部門推進責任者部門推進責任者 

（業務課社員）

(営業主任)

（サービス部長）

CSR 環境推進室

株式会社SUBARU

ＥＡ２１推進事務局

(検査員)

部門推進委員部門推進委員

部門推進委員

(営業主任)

(中古車課長)

（ 専務 ）

（営業部 次長）

（管理部 部長）



【２】環境経営方針

― ３ ―

代表取締役社長

釧路スバル自動車株式会社
2019年5月１日（改定）

環 境 方 針環 境 経 営 方 針

■ 基本理念
私たちの住むまちは、阿寒国立公園、釧路湿原などの自然豊かな環境にあります。
このすばらしい自然環境を次世代に残すことが、私たちの果たす役割であると考えます。

このような環境の中、弊社は自動車及び部品の販売・整備・修理・保険業務に
携わる事業者として、環境に及ぼす影響を常に考え豊かな未来の実現と、環境との調和
のとれた企業を目指します。

■ 行動規範
１）少子高齢化・労働力不足など刻々と変化する社会情勢の中、弊社はこれをいち早く
感じ取り、将来に向けた新たな取り組み、先取りした仕事改革などスピード感溢れる
企業をめざし行動します。

2）安心・安全を基本とし、車本来の愉しさを通して社会に元気と笑顔を与える企業を
めざし行動します。

■ 基本方針
この理念のもと、当社が行う自動車及び部品の販売・整備・修理・保険業務に関する

事業活動が環境に与える影響を考慮し、以下の環境保全活動を推進します。
１ ．事業活動の全領域で、二酸化炭素排出量削減を念頭に省資源、省エネルギー、
リサイクル、公害防止に配慮した活動を行います。

２．環境汚染を未然に防止すると共に、環境マネージメントシステムと環境パフォーマンスが
継続的に改善できるように推進します。

３．適用する環境関連の法規制、条例、及び 当社が同意するその他の要求事項を厳守します。
４．特に次の環境保全の重要項目に対して、環境経営目標を設定し取り組み、必要があれば
見直しを行います。

① 省エネルギーの推進（電力使用量、燃料使用量）
② 省資源（水使用量、紙使用量）
③ 廃棄物の排出抑制と、適正処理（一般廃棄物及び産業廃棄物排出量の削減）

④ 会社周辺の美化を積極的に行い、地域の環境保全に貢献します。
⑤ エコマーク商品など、環境に配慮した商品の購入をすすめる。

⑥ 環境対応事業の拡販（環境対応車の販売促進、車検整備、法定点検の入庫促進）
５．この環境経営方針を全従業員に周知し教育活動を推進します。



【３】環境経営目標

１） 環境負荷状況

※ 電力の二酸化炭素排出量を算出する、排出係数は以下の係数を使用。

※１ 【平成２５年度電気事業者別二酸化炭素排出係数： 0.６７８(Kg-CO2/kWh)】北海道電力

※２ 【平成３０年度電気事業者別二酸化炭素排出係数： 0.６４３(Kg-CO3/kWh)】北海道電力

― ４ ―

二酸化炭素排出量 ※ Ｋｇ-CO2

ｔ

一般廃棄物 

231,553※1

紙（コピー用紙） 枚

19.050

2.680

222,500

15,930

238.0

15.489

193,000

15.325

2.180

202,000

77,037

46,828

4,957

79,268

37,157

3,848

15,065

208.0

561

実績

2018年度

15,655

228.0

596

81,599

41,155

4,253

16,993

225.0

559

実績

619

2021年度

199,652※2

環境への負荷の自己チェックの結果,2021年度（2021年4月～2022年3月）当社の環境負荷
は下記のとおりにとなっています。

燃料

ガソリン

L

ｔ

灯油

235,095※2

80,083

46,629

5,996

項目

電気使用量 Kwh

L

廃棄物
産業廃棄物

軽油

L

Kg

水道

2.250

実績

2020年度

219,403※2

実績

2019年度

19.854

㎥

単位

当社は二酸化炭素排出抑制を目標と掲げ、環境負荷が大きいと考えられる（エネルギー使用量）
（廃棄物排出量）について調査し、この削減活動に重点を置くと共に、リサイクル活動など様々な
環境保全活動を積極的に行います。

2.790

LPG

（注）化学物質の管理について、当社では板金塗装作業は行っておらず全て外注としており、特
段該当する薬剤等は使用していないので環境経営目標から外しております。

235,000



２） 環境負荷状況と環境経営目標

基準年度（２０2０年度）を基に下記のように中期環境経営目標を設定しました。

セーフティ

― ５ ―

224.33

（基準年度）0.3%削減（基準年度）0.2%削減

218,745218,964

軽油

ガソリン

16,959
L

燃料

Kwh

L

L

（基準年度）1.%削減

項目

電気使用量 

二酸化炭素排出量

単位

（基準年度）1.%削減

Kg-CO2

（基準年度）0.1%削減

224.78

16,976

LPG Kg

事務用品、OA機器、会社
設備等の入替、新規導
入、その他物品購入時
は、グリーン購入法適応用
品やエコマーク商品の採
用を促進する。

○環境対応車の販売促進  （目標値）

（基準年度）2.%削減

（基準年度）1.%削減

（基準年度）0.2%削減

224.55

㎥

15.458

548

2.248

15.474

ｔ

ｔ

一般廃棄物

（基準年度）1.%削減

553

産業廃棄物

水道

（基準年度）0.1%削減

1082台

1102台

1,093台

環境対応事業の拡販

セーフティ

点検

車検

1,113台

紙（コピー用紙） 枚

廃棄物
（基準年度）0.1%削減

2.246 2.243

（基準年度）0.1%削減

187,000

1,103台

1,124台

492台 492台 492台

（基準年度）2.%削減

○車検・定検・セーフティ点検の入庫促進（目標値）

事務用品、OA機器、会社
設備等の入替、新規導
入、その他物品購入時
は、グリーン購入法適応用
品やエコマーク商品の採
用を促進する。

（基準年度）2.%削減 （基準年度）3.%削減

（基準年度）3.%削減

3,323台

グリーン購入法適応及び
エコマーク商品採用

灯油

合計

（基準年度）0.2%削減

毎日曜日 毎日曜日 毎日曜日

社会貢献環境保全活動の
推進

189,000

（基準年度）0.2%削減

車検

清掃活動の参画

（基準年度）0.3%削減

15.443

（基準年度）0.3%削減

会社・町内会周辺の
定期清掃活動

191,000

（基準年度）0.3%削減

81,354

40,743

81,517

（基準年度）0.1%削減

2021年度

（基準年度）0.1%削減 （基準年度）0.2%削減

2022年度

40,332

環境経営目標

81,436

（基準年度）0.3%削減

39,920

（基準年度）2.%削減 （基準年度）3.%削減

点検 点検

セーフティ

3,388台

清掃活動の参画 清掃活動の参画

会社・町内会周辺の
定期清掃活動

1139台

3,356台 合計

中期環境経営目標環境経営目標

2023年度

4,125

事務用品、OA機器、会社
設備等の入替、新規導
入、その他物品購入時
は、グリーン購入法適応
用品やエコマーク商品の
採用を促進する。

車検

（基準年度）3.%削減

4,210

（基準年度）0.2%削減 （基準年度）0.3%削減

542

219,184

16,942

合計

4,168

1,161台1,150台

会社・町内会周辺の
定期清掃活動



【４】環境活動の取組結果と評価及び次年度の取組内容】

×：未達成

※ 電力の二酸化炭素排出量を算出する排出係数は,以下の係数を使用。
※1 【平成２５年度電気事業者別二酸化炭素排出係数： 0.678(Kg-CO2/kWh)】北海道電力
※２【平成３０年度電気事業者別二酸化炭素排出係数 ：0.643(Kg-CO3/kWh)】北海道電力

２） 成果分析と次年度への取組内容

① 電気使用量削減
●

② 燃料使用量削減
●

●

― ６ ―

水道

ガソリン

目標

燃
料

軽油

0.2%

2.0% 40,332 36,454

2.250

○環境対応車の販売促進

○車検・定検・セーフティ点検の入
庫促進

目標台数：492台

195.00

4,253

225.00

41,155

16,993 0.2%

実績台数：340台

目標台数：3,242台

実績台数：3,037台

産業廃棄物

2.0%

0.2%

0.2% 15.882

○

○

△15.489

枚

←

←

197795
※2

〇

基準年度
項目

削減

2.5%

電気使用量

灯油

(2020年度)

〇81,436

ｔ

m3 559 2.0% △0.9%

15.458

77,546KWh 81,559

年間実績

-4.9%

二酸化炭素
排出量 ※

224.55

L

0.2%

L

Kg

Kg-CO2

-13.3%

219,403
※2

ｔ

16,959 15,843 ○

-11.4%

-6.8%

-18.3% ○

0.2%

218,964 -9.0%

対基準年度
削減率判定

L

単位 年間目標

94.0%

△

69.1%

←

環境対応事業の
拡販

○
物品購入時は、エコ
マーク商品を使用する
よう指導推進

※数値分析の基本となる原単位の分母は、年間の車販台数（含中古車）＋総整備入庫台数
になります。（今年度は、４２２台（車販）＋７６１３台（整備入庫）＝８０３５）

判定呼号 ◎：期待値より大幅に達成 ○：期待レベルの達成 △外的要因で未達成 

グリーン購入法適応
及び

エコマーク商品採用

灯油・LPG使用量については、基準年度比0.2％削減目標に対し、灯油は6.8％・
LPGは13.3％削減する結果となった。。灯油については原単位の面から若干増える
ことになったが冬季間の気温に左右されるため多少の増減はあろうかと思うが、温
度管理などしっかり実践されていると思う。今年度アネックス内の検査ラインと作業
ラインに仕切りカーテンを設けたことも削減に寄与している。
次年度も継続して取り組む。
   （原単位） 灯油   基準年  1.919 ＜ 当年 1.972
           LPG  基準年 0.025 ＞ 当年 0.024

LPG

-1.0%

-15.1%

193,000

1.910

548 564

189,000

○

紙（コピー用紙）

3,4762.0% 4,168

○

１）２０２２年度（２０２２年４月～２０２３年３月）環境活動の取組結果

2.246一般廃棄物

191,000

←

基準年度比0.2％削減の目標に対し、4.9％削減する結果となった。
原単位の面から見ると逆に増加しており、前年に比べ車販・整備入庫台数共に今一
つ伸びなかったことが原因で、目標達成のための取組内容はしっかり実践されてい
ると思います。次年度も継続して取り組む。
   （原単位） 基準年9.213 ＜ 当年9.651

ガソリン・軽油使用量については、基準年度比2％削減の目標に対しガソリンは
11.4％・軽油は18.2％削減する結果となった。原単位の面からも削減する結果となっ
ており、来客型の入庫促進・効率の良い引取り納車等取り組みがしっかり実践され
ていると思います。次年度も継続して取り組む。
   （原単位） ガソリン 基準年  4.647 ＞ 当年 4.537
          軽油   基準年 0.480 ＞ 当年 0.433

○
社会貢献環境保全
活動の推進

会社、町内会周辺の
定期清掃活動実施



③ 水使用量削減
●

④ 廃棄物排出抑制
●

⑤ 紙（コピー紙）使用量削減

●

⑥ グリーン購入法適応およびエコマーク商品採用
●

⑦ 環境対応事業の拡販

●

●

⑧ その他

● 環境関連法規の遵守

● 環境教育の推進

― 7 ―

環境教育については新人のみの実施となった。復習を兼ねた定期的な勉強会は大
切なことであり、次年度全社員を対象としてスケジュール実施する。

基準年比2％削減を目標として取り組んだ結果0.9％若干増える結果となった。
原単位の面からも増えており原因としては今年度お勧め商品としてボディーコート・
鉄粉取りがあったため若干増えたと思われます。取り組みはしっかり実践されてお
り、次年度も継続して取り組む。
   （原単位） 基準年 0.0631 ＜ 当年 0.0702

基準年比0.2％削減を目標に対し一般廃棄物は15.1％削減・産業廃棄物については
2.5％増加する結果となった。産廃の増加した原因は夏・冬のタイヤ入れ替えが例年
になく多かったためと思います。廃棄物についてはリサイクル化を念頭にした分別
が一番大切なことであり次年度も継続して取り組む。
   （原単位） 一般 基準年 0.254 ＞ 当年 0.238
          産廃 基準年 1.749 ＜ 当年 1.977

基準年度比2％削減を目標に対し、1％削減する結果となった。
前年に比べ車販・整備入庫台数共に減っており削減したと思われますが、原単位の
面から見ると逆に増加する結果となっている。原因としては、今年度新しく電子シス
テムが変わりコピー使用が増加傾向にあることだと思われます。点検パックの用紙
出力を止めたり、社内LANを活用したりと削減に向けた取り組みはされているが、更
なるコピーレス化に向け次年度も継続して取り組む。
   （原単位） 基準年 21.79 ＜ 当年 23.77

産廃処分業者への確認事項・産業廃棄物管理表の提出、その他報告等漏れなく実
施。他、環境法規・社内規定に違反は無かった。
また、環境関連法規に関する社内の勉強会については、2019年度以降行っていま
せんので、時期を見て復習を兼ねた勉強会を次年度予定する。
※メーカー主導の廃棄物適正管理能力検定（入門編）ついて受講 3 級検定取得3
名

次の月の入庫予約については前月月頭から取組み開始。
月末までには目標台数の50％、月が明けてからは10日までに70％～80％
20日までに100％の入庫予約を完了する。

車検・定検・セイフティの入庫促進については目標に対する入庫実績は94％でした
（前年度は97％）。入庫台数について、2020年度までは毎年僅かながら増加傾向に
あったのですが、これ以降は逆に減少傾向にあり、要因は色々考えられますが原単
位を使う上で分母となるとても大事な部分となります。特に一般の入庫台数は漸減
傾向にありこれを補う意味でも取りこぼしの無きよう更なる入庫促進に勤めなけれ
ばならないと思います。次年度この点を考慮し取り組む。

2022年度の車販については、前年に引き続き横ばいといったところです。新年度に
入っても世界的な半導体不足による供給部品の遅延など、まだまだ不透明なところ
がありますが、新型車の投入等明るい材料もたくさんあるので、お客様との関係を
密に取りながら販売促進に努める。

事務用品・ＯＡ機器・会社設備等の入替え・新規導入、その他物品購入時にはエコ
マーク商品を採用するよう指導推進、次年度も継続して取り組む。



●

● 社会貢献環境保全活動の推進

★ 清掃活動の様子
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防火訓練の実施

全社員介しての防火訓練については、2022年8月実施。釧路西消防署へ報告済。
次年度、釧路防災センターでの体験型防災訓練について、新人を含め未体験の社
員を対象としてスケジュール実施する。

年間を通して毎週日曜日に雨天もしくは何か行事がない限り会社周辺、町内会の
清掃活動を実施してきた。
次年度から、毎月第一週目の日曜日が町内会の清掃日と重なるので、この日につ
いては別途勉強会等に変更する。



【5】主要な環境活動計画の取組内容

１） 目標達成のための取組内容

① 電気使用量削減

（１）室内照明の消灯管理

（２）広告灯、外灯の消灯管理

（３）OA機器等の節電管理

（４）空調機器の管理

（５）日中の稼働率を上げ残業時間の削減

② 燃料使用量削減

（１）自動車の運転は、環境確保条例に定める「アイドリングストップ」を順守すること。

（２）営業活動における顧客訪問時には、効率的な巡回コースを設定して取り組むこと。

（３）エコドライブ４ヶ条を守ること。

（４）室内の温度管理。

（５）車両整備のお客様に対する来店の取組み。

③ 水使用量削減

（１）水の使用は、必要な量を必要な時間だけ流し、流量・時間に十分注意して使うこと。

（２）漏れが止まらない場合や、水道管が破裂した場合は、速やかに管理担当者に連絡

し修復すること。

④ 廃棄物量削減

（１）社内から出る紙類・コピー紙などは１００％資源ごみとし、リサイクルする。

（２）オフィスから排出するごみの管理は、分別基準に従い、適正に保管する。

（３）産業廃棄物管理の詳細は、別途「廃棄物管理手順書」に定める。

⑤ 紙使用量削減

（１）通知資料等は回覧や掲示板を活用し、コピー量を減らすこと。

（２）社内LANや電子メールの活用によりペーパーレス化を図ること。

（３）コピーは原則的に両面とする。

（４）随時リサイクル紙を採用する。

（５）ミスコピーを減らす。

⑥ グリーン購入法適応およびエコマーク商品採用

（１）PC・プリンター等OA機器を入替・増設する際は進んでグリーン購入法適応品を採用

する。

（２）事務用品などの購入の際は、エコマーク商品など環境に配慮した商品を採用する。

⑦ 環境対応事業の拡販

（１）環境対応対策車（エコカー）の販売促進。

（２）車検整備・法定点検・セーフティ点検入庫促進。
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２） その他取組

① 環境関連法の遵守

● 法規制、社内基準の遵守。関係者への教育の実施。

② 社会貢献環境保全活動の推進

● 地域密着型実現のため社会への環境活動を進める。

（会社周辺の定期的な清掃活動）

③ 環境教育の実施

● 社員の環境への関心を高めるため、年間教育計画に基づき教育を実施する。

【６】環境関連法規への違反、訴訟等の有無

１） 適用される主な環境法規等

● 保管基準,委託基準の遵守

● 許可業者への処理委託

● 適正な委託契約の実施

● マニフェストの適正運用管理

● マニフェストの交付状況の年度報告

● 貯蔵数量の遵守

● 定期の消防設備点検・報告

● 火災発生時の緊急連絡

● 登録業者

● 使用済自動車の適正処理

● 自動車リサイクル法に基づく適正処理

● フロン類の放出禁止

● 年に一度、産業廃棄物処理業者の現地確認と記録

● 産業廃棄物管理票の報告

２） 違反、訴訟等の有無
当社に於ける環境関連法規等への違反はありません。
尚、関係当局よりの違反等の指摘は過去３年間ありません。
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廃棄物処理法

自動車リサイクル法

北海道及び釧路市
の条例

主な適用法規

フロン排出抑制法

消防法

（釧路市火災予防条例）

要求事項



【７】代表者による全体評価と見直しの結果

１） 環境活動計画の実施状況及び環境経営目標の達成状況

２） 苦情を含む社外の利害関係者からの受付結果

３） 環境法規制、その他要求事項の遵守状況

４） 当社に関する環境法規制、条例等について

５） 是正処置、予防処置の結果又は取り組み状況

６） 社会貢献環境保全活動について

７） 環境経営方針の見直しの必要性について

■ 総括
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特に無し

産廃処分業者の確認事項・産業廃棄物管理票の提出、その他報告等漏れなく実施。
法令遵守は最も重要なことであり、今後も注意して取り組むこと。

2022年度（R4年4月～R5年3月）は、前年に引き続き新型コロナや、半導体・部品供給の
問題が長期化し車販・整備入庫台数共に今一つ伸び悩んでおり、この様な状況の中殆
どの環境項目は削減される結果となりに二酸化炭素排出量削減（基準年2020年度比
0.2％削減）を達成することができた。ただ原単位から見ると思ったほど削減されておら
ず、原単位の分母となる整備入庫台数が減っており、中でも一般の入庫台数が漸減傾
向」にあり、次年度この点を考慮した取り組みが必要である。

特に無し

社外・会社周辺からの苦情は無かった。
今後も、苦情の出ることが無いよう配慮されたい。

法規・法令の変更等については特に無い。確認済。

毎週日曜日、雨天もしくは何か行事が無い限り、会社周辺、町内会の清掃活動実施。

目標に対して安定した実績が続くようになってきたと思います。
しかしながら、SDGｓが呼ばれ今後さらなる挑戦が必要になると思いますが、削減数字の下
げ止まり感がある中、当社が力を入れると所は、やはり入庫台数を増やすことであると思い
ます。まだまだ、新車納車に不安が続いていますが点検修理はお客様と繋がる大事な接点
でもあり、入庫促進強化を大いに期待したいと思います。それと。DSGｓが何のための行動な
のかをきちんと理解し、個々の信念として行動できるように、更なる教育継続を望みます。


